
　

イ
タ
リ
ア
・
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
の
ジ

ャ
ー
コ
モ
・
ク
チ
ー
ニ
市
長
を
団
長
と

し
た
第
14
次
使
節
団
10
人
が
11
月
１
日

か
ら
４
日
に
か
け
て
来
町
し
ま
し
た
。

　

使
節
団
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
に

参
加
し
た
ほ
か
、
中
学
生
と
交
流
す
る

機
会
も
設
け
ら
れ
、
短
い
時
間
で
し
た

が
甘
楽
町
の
旅
を
記
憶
に
残
し
て
く
れ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

姉
妹
都
市
協
定
締
結
40
周
年
記
念
式

典
が
11
月
３
日
、
町
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
長
年
の
交
流
の
歩
み
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
両
市
町
の
友
好
交
流
関
係

を
よ
り
強
固
な
結
び
つ
き
と
す
る
た
め
、

茂
原
町
長
と
ク
チ
ー
ニ
市
長
が
確
認
書

に
調
印
し
ま
し
た
。

絆を紡いで40年  永続的な友好交流を再確認絆を紡いで40年  永続的な友好交流を再確認

甘楽町・チェルタルド市  姉妹都市交流 40周年記念
vol.7vol.7

■ 問い合わせ　企画課企画調整係 ☎74-3133■ 問い合わせ　企画課企画調整係 ☎74-3133

記
念
式
典

記念式典で友好交流推進を再確認した両市町の関係者

チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
使
節
団
が

記
念
行
事
に
合
わ
せ
来
町

友好の証のプレートが市長から町長の手へ

姉
妹
都
市
協
定
締
結
40
周
年
記
念

確認書に調印

フ
ァ
ビ
オ
・
カ
ル
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
さ
ん

デ
ザ
イ
ン
の

記
念
ロ
ゴ
▼

交流事業発展に貢献したチェルタ
ルド市と同市国際文化交流推進協
会に感謝状を授与

念念念念念念 記
念

町政の動き
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絵
画
展

除
幕
式

40
周
年
を
記
念
し
て
、

町
と
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
２
人
に
よ
る
絵
画
展
が
11
月
３
日
か

ら
26
日
ま
で
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
か
ん
ら
ふ
る
さ
と
大
使
」で
も
あ
る

柳
沢
正
人
さ
ん
は
、
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、

イ
タ
リ
ア
の
町
並
み
な
ど
を
数
多
く
描

い
て
い
ま
す
。
ま
た
フ
ァ
ビ
オ
・
カ
ル

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
さ
ん
は
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市

出
身
・
在
住
で
世
界
各
国
で
個
展
を
開

催
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

２
人
は
古
く
か
ら
の
友
人
で
、
２
人

の
絵
画
が
40
周
年
記
念
に
華
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

昭
和

　

昭
和
5858
年
に
友
好
親
善
姉
妹
都
市
協

年
に
友
好
親
善
姉
妹
都
市
協

定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
町
中
学
生
国
際

定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
町
中
学
生
国
際

交
流
研
修
団
、
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
青
年

交
流
研
修
団
、
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
青
年

使
節
団
な
ど
人
的
交
流
を
は
じ
め
、
文

使
節
団
な
ど
人
的
交
流
を
は
じ
め
、
文

化
芸
術
の
交
流
も
重
ね
て
き
ま
し
た
。

化
芸
術
の
交
流
も
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
今
ま
で
の
絆
を
再
確
認
し
永

　

今
回
、
今
ま
で
の
絆
を
再
確
認
し
永

続
的
な
交
流
を
示
す
思
い
を
刻
ん
だ
碑

続
的
な
交
流
を
示
す
思
い
を
刻
ん
だ
碑

と
、
歴
代
の
町
中
学
生
使
節
団
員
の
名

と
、
歴
代
の
町
中
学
生
使
節
団
員
の
名

が
刻
ま
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
製
作
さ

が
刻
ま
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

1111
月
２
日
、
甘
楽
中
学
校
で
除
幕
式

月
２
日
、
甘
楽
中
学
校
で
除
幕
式

が
行
わ
れ
、
交
流
の
積
極
的
な
展
開
を

が
行
わ
れ
、
交
流
の
積
極
的
な
展
開
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

誓
い
合
い
ま
し
た
。

２
人
展

２
人
展

記
念
碑
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

記
念
碑
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

除幕式後には、チェ市使節団と甘楽中生
が一緒に給食を食べ、交流を深めました。

オリーブの木の記念植樹モニュメントの除幕をした生徒代表

記念碑の完成を喜ぶ
クチーニ市長（右）と
オルシ市議会議員



　

チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
で
10
月
13
日
〜
15

日
に
食
の
祭
典「
ボ
ッ
カ
チ
ェ
ス
カ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
に
参
加
す
る
た
め
町
の
使

節
団
６
人（
甘
楽
町
都
市
農
村
交
流
協

会
職
員
や
町
職
員
な
ど
）が
、
10
月
９

日
か
ら
18
日
ま
で
の
10
日
間
、
イ
タ
リ

ア
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
が「
ボ
ッ
カ
チ
ェ
ス
カ
」へ
参
加
す

る
の
は
７
年
ぶ
り
３
度
目
で
す
。
チ
ェ

ル
タ
ル
ド
市
は
甘
楽
町
の
ほ
か
国
内
外

の
複
数
都
市
と
友
好
交
流
を
し
て
お
り
、

今
回
の「
ボ
ッ
カ
チ
ェ
ス
カ
」で
は
友
好

都
市
コ
ー
ナ
ー
が
旧
市
街
地
チ
ェ
ル
タ

ル
ド
・
ア
ル
ト
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の『
食
』を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

甘
楽
町
の
ブ
ー
ス
で
は
、
ナ
ス
や
イ

ン
ゲ
ン
な
ど
の「
天
ぷ
ら
」と「
水
ぎ
ょ

う
ざ
」、
地
酒「
城
下
町
小
幡
」を
提
供

す
る
こ
と
で
食
を
通
じ
た
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

普
段
食
べ
慣
れ
な
い
日
本
食
を
多
く

の
来
場
者
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き「
お
い
し
い
」と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
開
催
期
間
中
、

毎
日
訪
れ
る
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

使
節
団
は
、
慣
れ
な
い
環
境
下
で
の

調
理
に
も
関
わ
ら
ず
、
心
の
こ
も
っ
た

お
も
て
な
し
を
し
て
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市

の
皆
さ
ん
の
心
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
は
、
町
の
イ
タ
リ
ア
駐

在
事
務
所
の
稲
葉
美
代
子
さ
ん
と
チ
ェ

ル
タ
ル
ド
市
国
際
文
化
交
流
推
進
協
会

に
尽
力
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

情
熱
と
協
力
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
を
通
じ
て
、
ま
た
一
つ
両

市
町
の
絆
が
固
く
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　町とチェルタルド市の架け橋として活躍している町のイタリア駐在事務
所の稲葉美代子さんは、2015年６月に着任しました。稲葉さんは就任当
初から、町のホームページ「海外駐在員だより」でイタリアの文化やチェル
タルド市の日常を届けています。
　その駐在員だよりが、友好交流40周年の節目の年に記念すべき100号
を達成し、記念の１冊にまとまりました。記念誌は、ら・ら・かんらや役
場ロビーで閲覧できます。 ◆問い合わせ　産業課商工観光係 ☎64-8320

タルド
その

を達成
場ロビ

の

駐在事務

町
の
魅
力
を
伝
え
る

の
魅
力
を
伝
え
る

食
を
通
じ
た
交
流

食
を
通
じ
た
交
流

大勢の人でにぎわう町のブース

「
食
の
祭
典
」の
中
心
ボ
ッ
カ
チ
オ
通
り

日本の味を提供した使節団と現地関係者

イタリア海外駐在員だよりイタリア海外駐在員だより
100号達成記念
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